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要 旨

HITAC8200システムは,小規模のデータ処理や,低価格の尉j榊算機として設計された,データ処理装置

であるo H-8200処理装置ほ独立した計算機として,より大きなシステムの衛星計算榛としてあるいはデータ

通信システムのリモートターミナルとしての機能と大形機.並の高速性を有している｡本処理装置はプログラム

内蔵式の汎用計算機として,内部息恰容量4KB,8KB･16KBの3種があり,その構成,特長および仕様機暗

について解説する｡

1.緒 口

1965年電子工業審議会が出した予想によると,わが国の電子計算

機の設置台数は,1970年台には15,000台にのぼると推測されてい

る0このうち11,000台は,使用料100万円/月以下の,小形電子計

算機で占められるものと予想されている｡

このように,ここ数年急激に小形電二甜一算機の需要が伸びてきた

のほ,市場の要求に,つぎのような傾向がみられるからである.′

(1)超小形電子計算機(l)(PCS,電子会計機など)ユーザーが,本

格的EDPSにレベルアップするた捌､形電子計算機を求めているこ

とり(2)すでに,保有しているユーザーは,事業の規模によって計

算機械化が拡張できるEDPSのファミリシリーズに大きな魅力を

もっていること｡(3)企業内でのトータル･システムの一環とし

て小形計算機を望んでいることなどにある｡このような,小形電二/一

計算システムの市場要求に対し,HITAC8200ほ,高速小形電子計

算システムとして開発設計されたのであるt〕たとえば(1)他機種

への互換性一他のHITAC8000シリーズのプログラムとデータ上の

互換性をもち,さらに大形システムの基本的機能を肺えているため

システム移行が可能である｡(2)高速性と低価格一′J＼形計算機に

属しながら価格に対し高性能の処理装置および人拭ノブ装置を配して

いる0(3)HI′rAC3010/4010の実続と経験から,より使いやすい

充実したソフトウェアが開発されている｡(4)供給電加桶川200

Vをそのまま使用できるなど市場の各分野ですぐれた力を発揮する

ものと期待されている｡すでにHITAC8200は,昭和41年4月,

日立ソフトウェアセンタに納入して以来,二l一俊子ドニ)受托実績をも

っている｡本論文でほ,HITAC8200システムと処坪装置のノ､-ド

ゥェアの面を主体に,特長と構成について解説する｡.

2.システムの特長

HITAC8200ほ,コスト･パフォーマンスの強化を計るためH-

8200処即装置の甜意容量を,4Kバイトから16Kバイトの3種類と

し,システム･プログラムにおいてCOBOL,FORTRANの使用を

叫能にする設計方式とした｡納人現地におけるメモリ増設は,メモ

リスタックとメモリ周辺回路のプラグインを組み込むことにより数

時間内で顧客引渡しが可能である｡また入出力装置においては,

HITAC8200専用機器として,H-8422形磁気テープ装置(情報処

理速度15Kバイト/秒,記憶照度400BPI)を開発し接続できる方

式をとった()これにより本システムは,他のHITAC釦00システム

に比較し15K,30K,60K,120Kバイトの磁気テープ装置と広範囲

なしかも完全なハードウェア上の互換性をもち,そしてHITAC

8100とは磁気テープを介しで情報の刊負性を備えている｡特に小形
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図2 HITAC8200システム

電了一計罪機の/J二換性として,HITAC8100システムとは,完全なプ

ログラム上の共通性を有し,磁気テープ装置(H-8422`→8421)お

よびテープ読取り磯(H-8221/8222く→H-8229)を介して情報の交

換が可能である-〕

HITAC8200システムの特長ほ次の諸点にある｡

(1)処理装置至のメモリサイクルは,HITAC3010の7/′Sまたほ

3･5/`Sに比べ2.′どSとさらに高速化され,一つの計算ステップに要す

る矧問は5ケタ±5ケタの演算で56/gSで実行できる｡(2)入出

力装掛こ自己停止機能をもった装掛こ対し,AUXILIARY命令によ

って同帖処理機能が可能である｡またCo-Shari咽の方法により
Card-tO-Tape,Tape-tO-Printerのような2個の入出力ルーチソを

同柑こコアメモリにロードし,並行処理を行なうことができる｡

(3)2レベルの処理状態があり,それぞれプログラム･カウンタを

もっているため,割込みの処理を短時間に行なうことができる｡
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図3 処理装置の内部構造

(4)1乍は8ビット＋パリティよりなるバイト表示する結果256

種の文字が扱え,EBCDIKコードを使用できるほか,かな文字も

英数字と同じレベルで扱える｡PACK形式で演算を行なうことに

ょって,数字は1ノミイトに2けた詰めることができ,コアメモリお

よび磁気テープ･ファイルのスペースが節約され処理[l珊jが実話術で

きる｡(5)処椎能力に比べて価格が低廉,すなわち紙テープ･シ

ステムで月当り使用料が約100方｢-j,最大構成に近い高性能システ

ムでも約250万円である｡(6)8000シリーズ標準入出力接続仕様

により,処理装置と入出力装置との接続が標準化され,新しい装置

の追加,変更が非常に容易となり,それに要するダウン･タイムも

きわめて短く,プログラムの変更の必要もない｡(7)プロブラミソ

グシステムが完備している｡たとえばカードベース,紙テープベー

ス両面においてAssembler,COBOL,FORTRAN,RPG,Loader,

Sort-Merge,PerjpheralRoutine,Program-Diagnostic,Library-

Maintenanceなどが完備している｡

3.処!哩装置の構成

本処理装置は大別して主記憶巻き帯,浜第二部,プログラム制御部,

入出力制御部,操作パネル部および電源部よりなる｡

3.1主記憶装置

データおよびプログラムを記憶する磁災コア仙意装匠と吉山旨装置

制御回路よりなる｡

主記憶装置は,30ミルの磁気コアを32×32面4マット=4096ビ

ットの構成に編線した電流一致方式のビットプレーンよりなる｡そ

してこのプレーン18面をスタッキングし,8,192/ミイトを構成さ

せケース内に組込んだものである｡そしてⅩ,Y駆動線,センス線

ならびにインヒビット線を約15cmのフレキシブルなリード線にて

外部へ引出し3個のコネクタにより処理装置本体へ接続を可能に

し,保′､1忙も容易な構造としてある､つこのスタックのⅩ,Y駆動線

のアドレス選択用ダイオードマトリクス8枚は,演算部に用いてい

るプラグインー､j▲法に合わせてあり,コネクタにより解易に取はずし

できる構造である｡スタックほ,コネクタへ引出されるが,配線の

違いによってA形,B形の2種煩があり,温度補正のためのサーボ

制御用の単一コアが装着されている｡

HITAC8200でほ,1バイトがアドレス可能な最も小さい単位で

ある｡メモリサイクルタイムは2/JSで,1バイトの情報が,記憶装

置からレジスタへ移され,さらに吉山旨装置に再f畢込みが行なわれる｡

主記憶装置内のおのおののバイトほ2進で指定される｡アドレス指

定には14ビットを使用し姑人16,384バイトのアドレス指定が祁巨

である｡Memory-Wrap-Aroundは主記憶装置の記憶容量により
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図4 H-8200処理装置ブロック図
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図5 標準入出力接続方式

4,096,8,192あるいほ16,384バイトで起こる｡

HITAC8200でほ2進数によるアドレス指定を行なうが,2進数

によるアドレスの表示ほめんどうなので処理装置内での文字アドレ

スの表示は16進法で行なわれる｡

主記憶装置の最初の50バイトに規定番地と称して処理装置それ

11身のために使用される｡この部分は,レジスタ,入出力動作の取

扱中の--一一時記憶や割込み動作に使用される｡,

3.2 演算部,プログラム制御部

糾算部は2進およぴ10進の1バイト抗算機能をもちすべて固定

小数点演算で行なオーつれる｡Dレジスタ,加算上ヒ較回路を中心に実行

される｡

プログラム制御部ほ主記憶装置に記憶された命令の解読と実行を

行なう｡プログラム制御部ほオペレーションの順序を監視するため

の,インディケータとレジスタを持ち,日動的なチェックや標準入

出力接続方式のトランクを介して情報のやり取りを行ない入出力機

器の制御を行なうぐ,プログラム制御部はおのおのの命令を実行する

のみならず,主言上憶装置から命令を取り出し,それを適当なレジス

タにおく｡この動作をスタティサイズ(Staticizing)と呼ぶ｡命令

のスタティサイズの時日川よ次のとおりである｡

4バイト長命令--16〃S 6/ミイト長命令一-20J`S

3.3 入出力制御部

HITAC8200システムには次の入出力装置を接続できる｡カード

読取F)橙,カードせん孔機,テープ読取iフせん孔磯,ラインプリンタ,

磁気テープ装置,光学文字読取り機,問合せタイプライタ,インタ

フェース･スイッチ,データ交換制御装置,単チャネル通信制御装

置比ヒの各装置を任意に組合せ接続することができる｡入出力制御

部は,入出力制御装置を介し入出力装置の制御を行なう｡HITAC

8200の入出力装置にはすべて標準入出力接続方式を採用している0
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表1 命 令 の 形 式

ハ ー

フ ワ
ー ド ド一.1ソ7一

ド一】ソフ一

′こ イト1

OP

OP

OP

OP

OP

バイ ト

L

LIL2

TU

M

TU

‥二
ノ｢

一
当｡1

DI

D2

D2

叫｢

D

D

6イ･

入出力制制部には6本のトランクがあり,1トランクに最大16台の

入出力装置を接続することができる()そして一時に一つのトランク

を制御し,バッファ装置を除き,すべての入出力操作はシリアルに

行なわれる｡しかしながらReadAuxiliaryまたほWriteAuxiliary

命令を用いることにより同時処理ができる｡

3.4 操作パネル部

H-8200操作/くネルは,制御スイッチおよび表示ラソプより構成

され計算機の操作と保守に使用される｡処理装置の右上に位置し操

作パネルと保守パネルの二つに分かれている｡

操作パネルは,必要な押ポタソと表示器で,プログラムコード,

プログラムの開始と修飾,読み取りあるいは書き込みレジスタの内

容の表示を行なう｡保寸パネルは,処理装置の論理と制御枚能の解

析を容易にするために,必要な押ボタソと表示器からなる｡このパ

ネルは保守員によっで使用される｡

3･5 電 源 部

処理装置の入力電源はAC200V±10%,3相3線式である｡電

源部は処理装置操作パネル表面上段に実装されていて,三相トラン

ス,パワートランジスタ,ドJ筒形放熱器,プラグインよりなってい

る｡安定化直流出力は,

＋30V,-30V,＋5V(処理装置の論理回路に供給される)

そして,一20V,-14V(主記憶装置に供給される)である｡

4.処理装置の性能

ム1命令の形式

HITAC8200にほ26の命令があり,これらほ演算,論理,データ

処理,判定,制御および入出力の各動作に用いられる｡

命令の基本形式ほ4またほ6バイト長である｡すべての命令はハ

ーフワードの端(偶数番地)から始まる必要がある｡21個の命令

は,2アドレス形式で6バイトの長さを持ち,残り5個が1アドレ

ス形式で4バイトの長さの命令であるr〕HITAC8200では最大16,

383番地まで,アドレス指定を行なうことができる｡これら命令の

形式は表1のとおりである｡

(1)OP 部･…‥オペレーションコードで1バイトで構成され

る｡

(2)L 部･･･…処理するデータ長を/ミイト単位で指定する｡

1バイトで構成されるので,最大256バイトのデータを取

扱うことができる(〕IJl,L2は第1演算数と第2演算数が異

なるときで,それぞれバイト数より1減じた数を指定す

る｡

(3)T,U部.‥…入出力命令の場合に用いる｡

Tは4ビットから構成され,入出力装置を接続する処理装

臣の6本のトランクに対応する｡Uは4ビットから構成さ

れ,Tで指定したトランクに接続している入H力装置の番

号を指定する｡TとUを指定することによりシステム接続

された入出力装置が選択される(,

(4)M 部…･‥1バイトから構成され,プログラムの順序を

変更する条件を指定する｡

PI P2

iか訂′)
プログラム

割.j生み発生

割込み用
プログラム

図6 HITAC8200の割込み方式

(5)D 部‥‥‥HSMの番地を指定する｡加工すべきデータ

の記憶されている番地あるいは条件によつてプログラムの

順序を変更しようとする際,その命令の記憶してある左端

の番地を指定する｡D部はDlとD之に区分される｡Dlは

2バイト(16ピッりで構成され,第1演算数を記憶して

ある左端番地を指定する｡D2はDlの第1演算が第2演算

数に変わる以外同様である｡なおDl,Dヱともに16ビット

で構成されるが,HITAC8200の最大記憶容量は16,384

バイトでありビット数は14ビットとなる｡上位2ビット

ほ常に00である｡

4.2 割込み轢構

4･2･lHlTÅC8200の割込み

HITAC8200は,プログラム･カウンタを2個持っている｡1

個は処理状態(Pl),1個ほ割込み状態(P2)でおのおの記憶装置

の40,41番地と44,45番地を占有する｡

処理状態(Pl).‥.‥この状態でほ通常のプログラムが実行され,

プログラムはPlカウンタの制御下で実行される｡この状態にあ

るときにのみ割込みが可態である｡割込みがかかると自動的に割

込み状態に移る｡

割込み状態(P2)……この状態でほ割込みの原因解析と処理の

プログラムが実行され,プログラムはP2カウンタで制御される｡

この状態にあるときは,割込みを行なうことはできない｡SetP2

Register命令を実行することによって,処理状態に戻る｡

4.2.2 割込みの要因

HITAC8200で割込みを起こす要因には次の(1)と(2)がある｡

(1)入出力装置からの外部割込み要求

ここでいう入出力装置とは,問合せタイプライタ,単一チャネ

′レに通信制御装置,データ交換制御装置である｡これらの割込み

要求は問合せやデータの伝送を処理するものである｡

(2)オペレーション･コード･トラップによる割込み要求

HITAC8200で定義されている26種以外の命令がくると,割込

みが生ずる｡この割込みを使って26種以外の命令をシュミ レー

卜することができる｡処理装置に割込みがかかると,割込みイン

ディケータがセットされる｡割込みは命令が終了するごとに,割

込みインディケータがセットされているか否か調べる｡セットさ

れている場合には,その時点で割込みが起こり制御はPlからP2

の状態に移る｡

(3)入出力装置からの割込み要求の受け入れ禁止

2種類の割込み要因のうち,入出力装置からの外部割込み要求

を禁止することができる｡これは記憶装置の49番地を使い,その

49番地の下位6ビットをマスクすることにより,対応するトラン

クからの割込みを禁止することができる｡

割込み受付け……対応ビットが1のとき

割込み禁止.‥.‥対応ビットが0のとき

たとえばマスクが00100011のとき,割込み要求はトラソクが0,

1,5のものについてのみ受付けられ,それ以外のトランクからの

ー65-



384 昭和42年3月 日 立 評 論 第49巻 第3号

▲ト5V ＋5V

割込.ち状態(P｡1

ノ､′＼

】jl+

N()

｢】‾‾【‾

, ノ､′､

l 叩

YES

Nl

l
L】__】__+

OP

(二()】_)E

′rRAP

1′f:S

与!些F
現†】ミリ)CCを

43添地へ

蔓!些ミ旦
測j土ふを担r_

けPを42番地

旦至ユ
CCを()1

に-㌻る

P2

卜■0からの淋土

NO

YES

旦担旦巨

･規/l三′〕CCを43
創出へ

･側iもみ駄文Lた
トラン7蘇り,と

孝三置落弓`を47
番地′､

SnBキ46番地

さ旦工
CCを∩()

二‾jる

Pど

Nl

N()

割込み安川

〝ノ分析

ノへノヽ
l

-----7つログラミング低能

ドゥエア愕能

CC:コンデでション コード

インディケー一夕

Nl;

図7 割 込 み の 機 構

表2 処理装 置 性 能表

項 目

容 量(KB)

主記憶装置

4, 8, 16

サ イ ク ル タ イ ム 2/JS

バイト/アク セ ス

回 路 ト ラ ン ジ ス タ
ーダ

イ オ ー ド

プ ロ グ ラ ム ス テ
ー

ト

命 令 数

ネ ノレ

マ ル チ プ レ ク サ チ ャ ネ ル

セ レ ク タ チ ャ ネ ル

トランク数

26

マルチプレクサチャネル

1 バ イ ト

データの表現

演 算

8 ビ ッ ト ＋ パ リ テ ィ

数 字

2 進 可

10 進

同 時 処 理 能 力

互
一
マ

割

換 性

シ ス テ ム

可

RDA/WRA一験 算

RDA/WRA-RDFノ耶＋ノミγファ付り0
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込 み 要 田

割込みは禁止されている｡もしあるトランクから割込み要求が出

されたが,マスクによって禁止されている場合,割込みはでき

ない(割込み待要求)｡このトランクをプログラムで使用するに

は,マスクをほずし割込みを受付けてから使用するか,または

PostStatus命令を実行してから使用する｡

次にHITAC8200の割込みの論理を図7に示す｡これにより割

込みが行なわれたときの必要な情報は,指定された場所に退避さ

れ,CCに割込みの要因の区別を表示する｡
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図8 HITAC8200 基 本 回 路

4.3 性 能

H-8200処理装置の性能を表2に示す｡

4.4 基 本 回 路

HITAC8200の茶本回路ほ,入出力装筐と同一の32P形プラグイ

ンパッケージ回路を使用している｡各棟器共通な基本回路は,図8

に示すとおり,NANDゲート回路である｡

基本回路ほ,(1)ダイオード･ゲート(2)レベルシフタ(3)

トランジスタ･インバータの三つの論理ブロックからなっている｡

ダイオード･ゲートは入力信号の極性により,ORまたはANDゲ

ートとして動作し,ゲート数の追加端子として,TIE･POINTが設

けられている.｡

入力のレベルシフトほ,スタビスタまたは抵抗分割により行なわ

れ,トランジスタベースに結合してインバータにより反極性の出力

信号を得ている.｡スタビスタはシリコンダイオードであり,順方向

電圧降下が0.6Vあり,温度特性が良くレベルシフタとして有効に

動作する｡フリップフロップは,2個のNANDゲートをクロスカ

ップルしたものであり,シフトレジスタ,カウンタなどもこれらの

組合せによつて構成されている｡

論理レベルは,ハイレベルが＋5V,ローレベルが＋0,2Vであ

り,最悪状態ではそれぞれ,＋4V,＋0.4Vである｡また電源や,

布線誘導によって信号にのるノイズに対するマージンは,ポジティ

ブノイズでほ,次段への影響は少なく,ネガティプノイズに対して

はより十分広くとる設計としてある｡そして基本回路の周囲条件

は,温度15～55℃において回路定数,電源値の偏差が最悪状態にて

も動作するよう設計されている｡

プラグイン回路にほ,論理用途によって高速形と低速形があり使

い分けられている｡両者の違いは,図8に示すとおりトランジスタ,

回路定数,バイアス値およびレベルシフタの違いであり基本的回路

構成は同じである｡したがって立上り,立下り時間,波形の遅延時

間,スイッチソグの応答が異なってくる｡

本基本回路の特長は,従来機種の基本回路に比べて,回路素子が

少ない,回路電源が1種頸でも使用できる,応答が速い,そして広

い温度範囲にわたり安定に動作するなどがあげられる｡

図9は基本回路を実装したプラグインの裏布線の模様を示したも

のである｡処理装置内部布線は,ラッピング方式(無はんだ接続)を

採用しており,配線接続不良による事故は皆無に近い｡また布線は
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図9 内 部 布 税 方 式

最短距離になるよう配線されており,信号の遅れ,減衰など十分考

慮された方式である｡

登録実用新案弟778195号

5.結 口

HITAC8200は,演算の高速化,信板性の向上,装置の小形化,

コストの低減を図るため装置には信板性の高い電子部品を各所に採

用しているし,特に論理回路を構成するプラグインには,コンポーネ

ソトモジュール(CRの複合部分品)を大幅に採用し,メモリ周辺回

路には特性向上のため集積回路を用いている｡また本体rowの和線

を従来機種には見られない印刷回路板方式にした｡この結架組立rド

業,検査作業が少なく,保守が容易になっている〔〕-･方ソフトウェ

ア面では,わかりやすく能率的な各種プログラミソグ･パッケージ

が豊富な実績と経験の上に立って用意されている｡

このように本装置は,ノ､-ド･ソフトともに最近の技術を駆使し

て開発されたもので,信顕性のある小形電子計算機として,公共団

体,一般中堅企業から期待されている｡
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回 転 陽 極 形 X 線 管

従来の回転陽極形Ⅹ線管ほ図1に示すように,かさ形ターゲット

板の中央部のかさ形上面が平らで,これを保持固定する止めネジ部

はその上面にさらに突出した構造であるため,このターゲット板の

中央部およびネジ部からの二次散乱Ⅹ線が主Ⅹ線放射方向にも放射

されることになり,けい光板あるいはフイルム上にⅩ線像を得る場

合カプリあるいはボケなどを生じて鮮鋭度がはなはだしくそこなわ

れるという欠点があった｡

この考案ほ上述のような欠点を取り除くために,図2に示すよう

に回転されるかさ形ターゲット板の焦点部をはずれるターゲット中

央部およびターゲット板を保持固定する軸先端部と止めネジ部と

を,かさ形ターゲット板の上面部よりくぼむようにし,この中央部

ネジ部 かさ形ターゲット板

ターゲット中央部

図 1

軸先端部および止めネジ部などの表面から放射される焦点外二次散

乱Ⅹ線の大部分が,主Ⅹ線放射方向に放射されないようにしたもの

である｡ (福田)

ターゲット中央洋β

陽極軸先端部

ネジ部

かさ形ターゲット板上面

かさ汗きターゲット板

ガラスパルプ

回転陽極瓢

ガラス封石部

陰挺/

陰極フィラメント

集束構部
焦点部分

図 2

軸部 固定部
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